
���������� ��������
����		

 ����������
����

�� ����������
�������� ����
����		���������� ����

�����
�����
�����
��������

����

��������������  !!

""##$$%%&&��''(())



�

������������������������			


������


���������������

��������������������������������

��

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��




����
��
��
��
��
����
��
��
��

��

��
��
��
��
��
��
��
  

!!
""
##
$$
%%
&&
''
��
((
))

����������������		

����

��������������

山
形
県
白
鷹
町
で
九
月
十
五
・
十

六
日
に
行
わ
れ
た
、
第
六
回
東
北
小

学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、

東
北
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
初

出
場
な
が
ら
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

東
北
六
県
の
代
表
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

同
ス
ポ
少
は
初
戦
、
優
勝
候
補
の
猿

沢
ス
ポ
少

(

岩
手
第
一
代
表)

を
六

対
二
で
退
け
て
勢
い
に
乗
る
と
、
続

く
準
決
勝
は
長
井
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ

ス(

山
形
第
一
代
表)

に
十
三
対
〇
、

決
勝
も
黄
海
ス
パ
ー
キ
ッ
ズ

(

岩
手

第
二
代
表)

に
十
三
対
一
と
、
二
戦

連
続
の
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
、
優
勝
を

決
め
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
過
去
五
回
す
べ
て
岩

手
県
勢
が
制
し
て
い
た
た
め
、
今
回

の
優
勝
は
青
森
県
勢
と
し
て
初
の
快

挙
と
な
り
ま
し
た
。

を
合
言
葉
に
、
さ
ら
な
る
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

よ
く
鍛
え
ら
れ
た
守
備
は
、
大
会

三
試
合
で
エ
ラ
ー
が
た
っ
た
の
一
つ
。

そ
の
要
と
な
る
の
が
、
最
速
八
十
㌔

を
超
え
る
ス
ト
レ
ー
ト
が
自
慢
の
エ
ー

ス
阿
部
優
貴
子
さ
ん
。
準
決
勝
で
は

五
回
コ
ー
ル
ド
な
が
ら
、
ラ
ン
ナ
ー

を
一
人
も
出
さ
な
い
準
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
こ
か
ら
で
も
得
点
で
き

る
打
線
も
自
慢
。
ス
タ
メ
ン
中
、
七

名
が
五
割
近
い
打
率
を
誇
り
、
大
会

で
は
全
員
安
打
を
達
成
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
第
一
小
学
校

(

吉
田

繁
広
校
長)

四
年
生
以
上
の
女
子
で

構
成
さ
れ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
宮
里
彩

花
さ
ん
を
中
心
と
し
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
抜
群
の
十
六
名
。
八
月
の
県
予
選

で
優
勝
し

｢

Ｋ
１

(
県
一)｣

を
達

成
し
た
あ
と
は
、｢

Ｔ
１(
東
北
一)｣

｢

今
回
の
優
勝
は
、
選
手
た
ち
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
力
が
大
き
い｣

と
吉
田
繁
広
校
長
。
そ
の
保
護
者
の

先
頭
に
立
っ
て
選
手
へ
指
導
し
て
き

た
瀬
川
亨
監
督
は

｢

頂
点
に
立
て
た

こ
と
は
私
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
。

選
手
全
員
に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た

い｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
小
学
校
は
全
校
児
童
六
十
五

名
の
小
規
模
校
。
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を

乗
り
越
え
て
つ
か
ん
だ
栄
光
は
、
同

校
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
各
小
学
校
の

児
童
に
も
大
き
な
自
信
と
希
望
を
与

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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第
十
九
回
青
森
県
中
学
校
男
子
駅

伝
競
走
大
会
と
、
第
十
六
回
同
女
子

駅
伝
競
走
大
会
が
九
月
二
十
一
日
、

北
総
合
運
動
公
園
内
に
お
い
て
行
わ

れ
、
参
加
し
た
男
子
二
十
五
チ
ー
ム
、

女
子
二
十
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。

男
子
は
六
区
間
十
七
・
七
八
㌔
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
東

北
中
と
東
北
東
中
が
参
加
。
東
北
中

は
三
名
が
区
間
賞
の
走
り
を
す
る
な

ど
、
一
区
か
ら
ト
ッ
プ
を
一
度
も
譲

る
こ
と
の
な
い
安
定
し
た
レ
ー
ス
運

び
で
、
み
ご
と
二
年
ぶ
り
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
東
北
東
中
は
九
位

と
い
う
結
果
で
し
た
。

女
子
は
五
区
間
十
二
・
二
六
㌔
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
東

北
中
が
参
加
。
三
位
で
た
す
き
を
受

け
取
っ
た
ア
ン
カ
ー
の
千
秋
恵
さ
ん

が
、
区
間
賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
の
野

辺
地
中
を
猛
追
し
ま
し
た
が
、
二
十

秒
差
で
惜
し
く
も
二
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
校
は
十
二

月
に
山
口
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
、
三
位
ま
で
は
十
一
月
に
秋
田
県

で
行
わ
れ
る
東
北
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。
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①
東
北
中

(

蛯
沢
奎
・
黒
川

遼
・
小
坂
恭
平
・
江
刺
家
悠
大
・
山

中
洸
司
・
蓬
畑
直
紀)

②
名
川
中
③

十
和
田
中
④
野
辺
地
中
⑤
田
名
部
中

⑥
三
戸
中
⑨
東
北
東
中

(

佐
伯
匠
・

駒
井
直
人
・
野
田
頭
秀
人
・
沼
辺
宏

大
・
佐
伯
史
哉
・
久
保
田
悠)

�
�
�
�
(

当
町
の
み)

▽
一
区

蛯
沢
奎

(

東
北
中)

▽
二
区

黒
川
遼

(

同)

▽
四
区

江
刺
家
悠
大

(

同)

�
�



①
野
辺
地
中
②
東
北
中

(

榎

本
盟
・
松
橋
あ
か
り
・
小
林
奈
央
・

高
田
愛
・
千
秋
恵)

③
十
和
田
中
④

三
戸
中
⑤
弘
前
第
三
中
⑥
田
名
部
中

�
�
�
�
(

当
町
の
み)

▽
五
区

千
秋
恵

(

東
北
中)
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第
四
回
わ
か
さ
ぎ
カ
ッ
プ
争
奪
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
月
六
、

七
日
、
南
総
合
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
町
内
外
か
ら
八
チ
ー

ム
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、

優
勝
を
め
ざ
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。
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▽
優
勝－

東
北
第
一
ス
ポ
少
▽
準
優

勝－

上
北
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少

◇
最
優
秀
選
手
賞－

阿
部
優
貴
子

(

東
北
第
一)

◇
優
秀
選
手
賞－

高

田
潤
美

(

同)

・
坂
本
夏
菜

(

上
北

小)
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上
北
中
学
校
二
年
の
沼
村
有
佑
子

さ
ん
が
、
十
一
月
九
日
か
ら
滋
賀
県

で
開
催
さ
れ
る
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

沼
村
さ
ん
は
八
月
に
開
催
さ
れ
た

県
予
選
会
に
お
い
て
、
十
四
歳
以
下

の
選
手
が
出
場
で
き
る
カ
デ
ッ
ト
の

部
に
、
六
ヶ
所
村
泊
中
学
校
の
高
橋

麗
未
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
ん
で
ダ
ブ
ル

ス
で
出
場
。
参
加
し
た
百
二
十
組
で

三
枚
の
本
大
会
行
き
の
キ
ッ
プ
を
争
っ

た
結
果
、
代
表
決
定
戦
で
み
ご
と
青

森
山
田
中
の
ペ
ア
を
破
り
、
本
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

沼
村
さ
ん
は

｢

本
大
会
出
場
を
決

め
た
こ
と
よ
り
も
、
青
森
山
田
中
の

ペ
ア
に
勝
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
う
れ

し
い
。
大
会
で
は
も
ち
ろ
ん
上
位
を

狙
い
ま
す
が
、
十
二
月
の
中
体
連
県

大
会
で
も
青
森
山
田
中
を
倒
し
た
い｣

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

｢

自
分
と
同
じ
サ
ウ
ス
ポ
ー
で
、
中

学
三
年
で
既
に
全
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー

の
石
川
佳
純
さ
ん
が
目
標
の
選
手｣

と
い
う
沼
村
さ
ん
は
、
得
意
の
フ
ォ

ア
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
武
器
に
、
全

国
大
会
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
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師
走
の
京
都
・
都
大
路
を
目
指
す
、

男
子
第
五
十
八
回
、
女
子
第
十
九
回

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
会

が
十
月
十
三
日
、
北
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
七
区
間
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
、
女

子
は
五
区
間
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
で
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
た
す

き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

結
果
は
、
男
女
と
も
に
青
森
山
田

高
が
全
区
間
一
位
と
な
る
圧
倒
的
な

強
さ
を
見
せ
、
男
子
は
十
三
年
連
続

十
四
回
目
、
女
子
は
十
五
年
連
続
十

六
回
目
、
ア
ベ
ッ
ク
で
は
十
三
年
連

続
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
優
勝
し
た
青
森
山
田
高
は
、

十
二
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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①
青
森
山
田
②
光
星
学
院
③
十
和
田

工
業
④
八
戸
⑤
田
名
部
⑥
青
森
工
業

�
�
�
�
(

当
町
出
身
者
の
み)

▽
四
区

大
久
保
幹
也(

青
森
山
田)

▽
七
区

小
坂
大
輔

(

同)
�
�



①
青
森
山
田
②
光
星
学
院
③
八
戸
西

④
黒
石
⑤
田
名
部
⑥
弘
前
実
業

�
�
�
�
(

当
町
出
身
者
の
み)

▽
三
区

吹
越
今
日
子(

青
森
山
田)
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東
北
中
学
校
か
ら
、
男
子
三
千
㍍

の
黒
川
遼
君
、
同
八
百
㍍
の
山
中
洸

司
君
、
女
子
三
千
㍍
の
千
秋
恵
さ
ん

(

全
員
三
年)

の
三
名
が
、
十
月
下

旬
に
横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
る
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

三
名
は
八
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選

会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

一
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
へ

の
出
場
は
、
予
選
会
で
の
順
位
だ
け

で
は
な
く
全
国
レ
ベ
ル
の
標
準
タ
イ

ム
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
全
国
的
に
み
て
も
一

つ
の
学
校
か
ら
一
度
に
三
名
も
の
選

手
が
出
場
す
る
の
は
と
て
も
珍
し
い

こ
と
で
す
。

大
会
へ
向
け
、
黒
川
遼
君
は

｢

昨

年
も
出
場
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
反

省
を
生
か
し
、
全
国
中
学
校
体
育
大

会
で
の
十
三
位
を
上
回
り
た
い｣

、

山
中
洸
司
君
は

｢

本
大
会
ま
で
に
さ

ら
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
県
代
表
と
し

て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
走
り
を

し
、
十
二
月
の
全
国
駅
伝
大
会
に
つ

な
げ
た
い｣

、
千
秋
恵
さ
ん
は

｢

自

分
に
と
っ
て
初
と
な
る
全
国
大
会
は
、

中
学
生
最
後
の
個
人
レ
ー
ス
。
悔
い

の
残
ら
な
い
走
り
を
し
た
い｣

と
そ

れ
ぞ
れ
力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
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第
二
回
東
北
町
民
総
合
体
育
大
会

秋
季
大
会
が
九
月
二
十
三
日
か
ら
三

十
日
ま
で
、
北
・
南
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

壮
年
男
子
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
四
種
目
で
行
わ
れ
、
十
四
地
区

の
代
表
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

熱
戦
を
展
開
。
総
合
得
点
で
小
川
原

チ
ー
ム
が
一
歩
リ
ー
ド
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
総
合
成
績
は
、
来
年
二
月
に

開
催
さ
れ
る
冬
季
大
会
の
成
績
と
合

わ
せ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
(

秋
季)

①
小
川
原
②

第
一
小
③
栄
町
④
上
野
⑤
甲
地
⑥
乙

供
⑦
旭
町
⑧
蛯
沢
⑨
新
町
・
本
町
⑪

寒
水
⑫
夫
雑
原
⑬
南
町
⑭
千
曳

�
�
�
�
�
�

▽
野
球
①
本
町
②
小
川
原
③
甲
地
・

上
野

▽
ソ
フ
ト

(

壮
年)

①
蛯
沢
②
上
野

③
栄
町
・
第
一
小

▽
ソ
フ
ト

(

女
子)

①
小
川
原
②
新

町
③
南
町
・
第
一
小

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
①
甲
地
②
寒
水
③

夫
雑
原

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
①
乙
供
②
新

町
③
旭
町
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水
喰
小
学
校

(

工
藤
典
子
校
長)

は
九
月
十
八
日
、
赤
平
地
区
に
あ
る

東
北
新
幹
線
・
上
北
ト
ン
ネ
ル
の
工

事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
ト
ン
ネ
ル
の
大
き
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
建
設
に
か
か
わ

る
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
、
全
校
児
童
と
保
護

者
ら
合
わ
せ
て
約
八
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
参
加
者

は
、
す
で
に
貫
通
し
て
い
る
ト
ン
ネ

ル
の
七
戸
駅(

仮
称)

側
か
ら
入
り
、

反
対
側
ま
で
歩
き
な
が
ら
見
学
。
全

長
六
百
二
十
三
㍍
、
幅
九
・
五
㍍
・

高
さ
七
・
七
㍍
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
の

大
き
さ
に
、
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

途
中
、
関
係
者
か
ら
工
事
の
流
れ

や
使
用
し
た
機
械
な
ど
の
説
明
を
受

け
る
と
、
児
童
は

｢

工
事
に

は
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
か

か
る
の
？｣

｢

危
険
な
目
に

遭
っ
た
こ
と
は
な
い
の
？｣
｢

ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド

で
掘
る
の
？｣

な
ど
次
々
に

質
問
。
工
事
関
係
者
か
ら
の

回
答
に
驚
い
た
り
う
な
ず
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
児
童
を
代
表
し
て
、

お
父
さ
ん
が
こ
の
工
事
現
場

で
働
い
て
い
る
と
い
う
四
戸

晶
君

(

三
年)

が

｢

ト
ン
ネ

ル
工
事
で
は
た
く
さ
ん
の
機

械
と
人
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
け
が
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

��������	
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わ
か
さ
ぎ
保
育
園

(

小
笠
原
秀
文

園
長)

は
十
月
十
九
日
、
祖
父
母
交

流
会
を
行
い
、
野
菜
の
収
穫
体
験
な

ど
を
通
し
て
祖
父
母
ら
と
交
流
し
ま

し
た
。

交
流
会
に
は
園
児
と
そ
の
祖
父
母

ら
約
百
二
十
名
が
参
加
。
同
園
近
く

の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
を

掘
っ
た
り
、
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
蒸
か
し
て
食
べ
た
り
と
、
園
児
と

祖
父
母
が
協
力
し
合
っ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
園
児
が
お
礼
の
意
味
を

込
め
て
お
遊
戯
を
披
露
す
る
と
、
祖

父
母
ら
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

第
二
保
育
園

(

田
嶋
亨
園
長)

と

第
三
保
育
園

(

千
葉
智
園
長)

は
十

月
三
日
、
町
内
に
あ
る
畑
で
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

収
穫
に
は
両
保
育
園
の
園
児
の
ほ

か
、
保
護
者
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

六
月
に
園
児
が
植
え
た
サ
ツ
マ
イ

モ
は
立
派
に
成
長
し
て
お
り
、
大
物

を
掘
り
当
て
る
た
び
に
、
大
き
な
歓

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
に
は
、
蒸
か
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
み
ん
な
で
ほ
お
ば
り
、

実
り
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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町
社
会
教
育
課
で
は
九
月
二
十
六

日
と
十
月
三
日
の
二
回
に
わ
た
り
、

蛯
沢
小
学
校

(
木
村
啓
一
校
長)

で

い
き
い
き
教
室
を
開
催
し
、
十
五
名

の
高
齢
者
が
、
同
校
の
三
年
生
五
十

九
名
と
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
指
導
を

通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

先
生
役
と
な
っ
た
高
齢
者
の
皆
さ

ん
は
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
手
の
振
り

方
や
足
の
運
び
方
な
ど
を
児
童
へ
教

え
た
あ
と
、
実
際
に
全
員
で
輪
踊
り

に
挑
戦
。
最
初
は
全
く
踊
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
児
童
も
、
曲
に
合
わ

せ
て
軽
快
に
体
を
動
か
し
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

乙
供
文
化
保
育
園

(
久
保
田
利
子

園
長)

は
十
月
七
日
、
作
品
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
園
児
た
ち
の
絵
や
作
品

が
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
園
児
の
父
兄
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
店
や
バ

ザ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
八
戸

市
在
住
の

｢

う
れ
し
・
た
の
し
音
楽

隊｣

の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

や
○
×
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
方
は
、
芸
術
・
文
化
・
食
欲

の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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第
一
小
学
校

(

吉
田
繁
広
校
長)

の
全
校
児
童
六
十
五
名
は
十
月
三
日
、

同
校
の
学
校
田
で
毎
年
恒
例
の
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

長
靴
に
軍
手
姿
の
児
童
は
、
稲
を

刈
る
係
、
刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
係
、

束
ね
た
稲
を
運
ぶ
係
な
ど
、
学
年
ご

と
に
役
割
を
分
担
し
、
父
母
の
方
か

ら
作
業
方
法
を
教
わ
り
な
が
ら
、
楽

し
く
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
脱
穀
・
乾
燥
し
、

十
二
月
の
収
穫
祭
で
モ
チ
つ
き
を
し

て
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

上
北
小
学
校

(

向
後
秀
樹
校
長)

は
十
月
十
日
、
五
年
生
の
児
童
六
十

七
名
が
参
加
し
て
、
紫
黒
米
の
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
稲
刈
り
初
体
験
と
い

う
児
童
た
ち
は
、
古
代
米
栽
培
研
究

会

(

蛯
名
昇
会
長)

の
皆
さ
ん
ら
に

カ
マ
の
使
い
方
や
、
稲
の
束
ね
方
な

ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
今
後
、
モ
チ
つ
き
会

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
観
察
し
て
き

た
紫
黒
米
の
成
長
過
程
を
発
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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蛯
沢
小
学
校

(

木
村
啓
一
校
長)

は
、
児
童
が
製
作
し
た
安
全
マ
ッ
プ

の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
自
身
が
危
険
を

予
測
し
回
避
す
る
能
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た

｢
青
森
県
子
ど
も

安
全
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業｣

に
、
同

校
が
モ
デ
ル
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
安
全
マ
ッ
プ
の
製
作
に
あ
た

り
、
四
年
と
六
年
の
児
童
が
、
学
校

周
辺
の
主
な
通
学
路
を
八
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
地
域
住
民
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
な
が
ら
、
延
べ
四
時
間
か
け
て

歩
き
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
れ
を
基

に
、
模
造
紙
で
作
っ
た
地
図
上
に
、

危
険
な
場
所
・
安
全
な
場
所
・
子
ど

も
一
一
〇
番
の
店
な
ど
に
色
分
け
し

て
記
入
し
て
い
き
、
低
学
年

の
児
童
に
も
分
か
り
や
す
い

内
容
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

十
月
四
日
は
、
六
年
二
組

の
児
童
二
十
五
名
が
、
五
年

二
組
の
児
童
へ
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
の
結
果
を
発
表
。
安

全
マ
ッ
プ
を
前
に
、
歩
道
が

な
い
道
路
や
見
通
し
の
悪
い

道
路
な
ど
の
ほ
か
、
街
灯
が

な
い
道
路
や
空
き
家
な
ど
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
危
険
な
場

所
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

｢

登
下
校
時
や
遊
び
に
行
く

と
き
は
気
を
つ
け
て｣

と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
安
全
マ
ッ
プ
は
同
校

の
廊
下
に
張
り
出
し
、
全
校

児
童
で
活
用
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

������	
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甲
地
小
学
校

(

中
山
勝
治
校
長)

は
十
月
十
二
日
、
水
産
教
室
を
開
催

し
、
五
・
六
年
の
児
童
三
十
八
名
が
、

小
川
原
湖
の
水
産
資
源
保
護
の
大
切

さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
は
こ
れ
ま

で
に
小
川
原
湖
の
水
質
や
生
き
物
の

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
八
戸
水
産
事
務
所
の

職
員
の
方
か
ら
小
川
原
湖
の
水
質
や

生
態
系
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
か
ら
、

し
じ
み
貝
を
採
る

｢

ジ
ョ
レ
ン｣

の

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
小
川

原
湖
の
生
物
や
、
漁
業
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

第
五
十
七
回
上
北
郡
社
会
福
祉
大

会
が
十
月
三
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
百
七
十
名

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
田
純
治
上
北
郡
社
会

福
祉
協
議
会
長
が

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
福
祉
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

よ
う
、
工
夫
・
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う｣

と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
こ
れ

ま
で
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
へ
表
彰
し
ま
し
た
。

最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

当
町
の
大
杉
隆
三
さ
ん
が

｢

地
域
福

祉
の
増
進
の
た
め
、
さ
ら
に
力
を
注

い
で
い
き
ま
す｣

と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
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秋
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
九
月

二
十
八
日
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
上
北

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
民
約
百
名

が
交
通
安
全
へ
の
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
役
場
本
庁
舎
前
か
ら
パ

レ
ー
ド
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、

会
場
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
主
催
者
で
あ
る
竹
内
町
長
が

｢

歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
緒
に

な
り
、
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の

た
め
、
交
通
安
全
に
ま
い
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う｣

と
あ
い
さ
つ
し
た
あ

と
、
八
木
橋
直
美
七
戸
警
察
署
長
が
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
な
ど
と
い
っ
た
交

通
安
全
運
動
の
重
点
四
項
目
を
挙
げ

｢

皆
さ
ん
の
力
を
合
わ
せ
て
交
通
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う｣

と
参
加
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
参
加
者
を
代
表
し

て
蛯
名
ツ
ヨ
子
町
交
通
安
全
母
の
会

会
長
が
交
通
安
全
宣
言
を
し
た
あ
と
、

第
三
保
育
園

(

千
葉
智
園
長)

の
園

児
十
四
名
が

｢

道
路
へ
の
飛
び
出
し

は
し
ま
せ
ん｣

｢

左
右
を
確
か
め
て

横
断
し
ま
す｣

な
ど
と
、
元
気
に
交

通
安
全
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
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｢

秋
の
火
災
予
防
週
間｣

初
日
の

十
月
十
五
日
、
上
北
・
東
北
両
地
区

で
火
災
予
防
運
動
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

上
北
地
区
で
は
、
同
地
区
の
消
防

団
員
や
六
保
育
園
の
園
児
ら
約
百
三

十
名
が
参
加
。
役
場
本
庁
舎
前
で
行

わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
小
川
原
保
育

園

(

田
高
正
子
園
長)

の
園
児
が
ま

と
い
振
り
を
披
露
し
た
あ
と

｢

火
事

の
な
い
町
を
つ
く
り
ま
す｣

な
ど
と

元
気
よ
く
防
火
を
誓
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
参
加
者
全
員
が
上

北
町
駅
ま
で
を
約
二
十
分
か
け
て
歩

き
、
町
民
へ
防
火
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

東
北
地
区
で
は
、
同
地
区
の
消
防

団
員
や
八
保
育
園
の
園
児
ら
約
百
五

十
名
が
参
加
。
舘
花
通
り
で
行
わ
れ

た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
園
児
全
員
で

元
気
に
防
火
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド
は
、
参
加
者
全
員

が
約
二
十
分
か
け
て
駅
前
の
商
店
街

を
練
り
歩
き
、
町
民
へ
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
東
北
消
防
署

の
皆
さ
ん
に
よ
る
消
防
車
と
救
急
車

の
展
示
・
説
明
が
行
わ
れ
る
と
、
園

児
は
実
際
に
車
両
に
乗
り
込
ん
だ
り

機
器
に
触
れ
た
り
し
て
、
緊
急
車
両

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ
敬
老
会
が
、

上
北
・
東
北
両
地
区
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
、
盛
大
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

上
北
地
区
で
は
九
月
二
十
日
、
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
七
十
二
歳

以
上
の
お
年
寄
り
千
六
百
八
名
の
う

ち
、
約
六
百
名
が
参
加
し
て
お
互
い

の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
や

八
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
、
竹
内

町
長
か
ら
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
、

そ
れ
に
対
し
、
参
加
者
を
代
表
し
て

蛯
名
篤
信
さ
ん
が

｢

長
年
の
経
験
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
す｣

と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

東
北
地
区
で
は
九
月
二
十
一
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
千

四
百
五
十
一
名
の
う
ち
、
約
四
百
名

の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
や

八
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
記
念
品

な
ど
が
贈
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
参

加
者
を
代
表
し
て
湯
沢
健
治
さ
ん
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

両
地
区
の
敬
老
会
で
は
式
典
終
了

後
、
参
加
者
全
員
で
長
寿
を
祝
っ
て

乾
杯
し
た
あ
と
、
町
内
の
保
育
園
児

ら
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

東
北
町
商
工
会
青
年
部

(

平
田
拓

也
部
長)

は
十
月
一
日
、
学
校
教
育

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
二
万
円

分
の
図
書
券
を
蛯
沢
小
学
校

(

木
村

啓
一
校
長)

に
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
青
年
部
が
、
湖
水
ま
つ

り
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
で
得
た
益
金

の
中
か
ら
寄
付
し
た
も
の
で
、
メ
ン

バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
蛯
沢
小
学
校
の

卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

同
校
へ
の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。

平
田
部
長
は

｢

児
童
の
学
力
向
上

の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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▽
青
森
銀
行
上
北
町
支
店
青
友
会

(

立
崎
昭
十
三
会
長)

は
九
月
十

八
日
、
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
益
金
十
一
万
六

千
五
十
円
を
、
地
域
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
し
ま
し
た
。

▽
乙
供
栄
町
町
内
会

(

中
野
正
人
会

長)

は
十
月
一
日
、
日
の
本
中
央

た
い
ま
つ
祭
で
同
町
内
会
の
山
車

に
設
置
し
た
賽
銭
箱
に
、
住
民
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
賽
銭
の
全
額
一
万

七
十
八
円
を
、
地
域
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
し
ま
し
た
。

※
同
協
議
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄

付
金
を
、
町
の
社
会
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
、
有
効
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

温
か
い
真
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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あなたの心は健康ですか？チェックしてみま

しょう｡ もし､ うつ病が疑われるときは､ かか

りつけ医､ 専門の医療機関 (精神科・心療内科)

等に相談しましょう｡
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皆さんは､ 以前新聞にこんな記事が掲載され

たのをご存知ですか？
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全国的に､ 女性に比べ男性の方が自殺死亡率

が高い状況ですが､ 東北町も例外ではありませ

ん｡ 特に､ 平成15年から17年にかけての統計で

は､ 県自殺死亡率より高い上十三の地域の中で､

さらに高い自殺率となっています｡ この年以降

は減少していますが､ 現在新聞等に掲載されて

いるのはこの統計ですので ｢東北町って自殺が

多いのね･･･｣ と思われてしまいます｡

●管内市町村自殺死亡率 (Ｈ15～17年)

町の自殺者数の推移をみると､ 平成15年・16

年以降は減少しています｡ それでも､ まだまだ

大切な命が失われているようです｡

●東北町の自殺者の推移

さて､ 昨年 (平成18年10月28日) ｢自殺対策

基本法｣ が施行されました｡ 耳慣れない方も多

いと思いますが､ 自殺対策が社会的取り組みと

して行われることになりました｡

そして今年､ 自殺総合対策大綱において､ 自殺

問題のとらえ方が示されました｡

よく ｢『死ぬ死ぬ』 と言っているうちは死な

ない｣ といいますが､ このような発言を繰り返

している方は､ 自殺のリスクが高いようです｡

その背景には ｢うつ病｣ があります｡

｢うつ病｣ は特別な人がかかる病気ではなく､

誰でもかかる可能性がある病気です｡ 最近の調

査では､ 一生のうちで約13人に１人が ｢うつ病｣

を経験するといわれています｡
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学校は子どもたちが成長する
場｡ 多くの先生や友達がいて､
自分と違う考え方の人もいます｡
学校で過ごすことで視野が広が
り､ 考え方が少しずつ変わって
いきます｡ 数知れない障害物に
出会い､ そのたびに自分を見つ
め自分を知る｡ 学校での学びは
未来や社会とつながっています｡
イメージを膨らませ､ バランス
を保つ｡ そして感情をコントロー
ルしながら ｢自分を育てる｣ ３
年間であってほしいです｡
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私は､ 全職員が生徒の人間と
しての豊かな成長と学力向上の
ために､ 使命感と豊かな愛情を
持ち､ 率先垂範の精神で常に生
徒を見守り育てていく､ という
思いを色紙に書きました｡
将来生徒がそれぞれの夢に向
かい､ 自己実現を図る礎となる
中学校３年間にしたいと思って
います｡ そのためにも､ 保護者
や地域の方々の学校に対する願
いを受けとめ､ 教育活動を進め
ていく所存です｡
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改
行
し
、
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
に
し
ま
し
た
。
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死者74名のうち高齢者が43名で約58％ (Ｈ19.10.16現在)
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死者74名のうち夜間が38名で約51％ (Ｈ19.10.16現在)
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死亡事故中飲酒運転が８件で前年比＋４件 (Ｈ19.10.13現在)
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12月３日(月) 9：30 10：00～12：00 東北町コミュニティセンター未来館
12月３日(月) 13：30 14：00～16：00 六ヶ所村商工会館
12月４日(火) 9：30 10：00～12：00 上北町商工会館
12月４日(火) 13：30 14：00～16：00 三沢市公会堂 (第８・９・10集会室)
12月５日(水) 9：30 10：00～12：00 天間林村商工会館
12月５日(水) 13：30 14：00～16：00 七戸町商工会館
12月６日(木) 13：00 13：30～15：30 十和田市南公民館
12月７日(金) 9：30 10：00～12：00 野辺地町中央公民館
12月７日(金) 13：30 14：00～16：00 横浜町商工会館

�. �	!�#$%&

# $ % '(#) # $ * + , -

12月６日(木) 9：30 10：00～12：00 十和田市南公民館

�/012345
6789:;<=>?@ABCDEFGHIGIDJDK
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募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

２等陸・海・空士
追加採用試験

男

18歳以上
27歳未満

～11月30日 12月９日(日)

別途連絡します
12月１日～
平成20年２月８日

平成20年
２月17日(日)

平成20年２月９日
～２月22日

平成20年
３月２日(日)

自衛隊生徒
(陸)

中卒(見込含)
17歳未満

11月１日～
平成20年１月８日

平成20年
１月12日(土)

八戸福祉公民館
(八戸市類家)
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�	
－11月25日(日)
▽受付：午前10時30分
▽開始：午前11時
���－バルサタイプの紙飛
行機の製作・長く飛ばすた
めの調整法を伝授します｡
�
�－特別展示室
����－200円

���������

������ !"#$%�&

�	
－11月１日(木)
～11月30日(金)

'(	－11時・12時30分・
15時30分

')	*	－12時30分・
15時30分

���－知っているようで知
らない ｢磁石｣ を使った楽
しい実験です｡
�
�－科学実験工房

�%�+��,-

��./0123456&

�	
－11月１日(木)
～11月30日(金)

')	*	－11時・14時30分
���－一度使い終わった紙
を再利用｡ 自分で作ったハ
ガキで手紙を出そう｡
�
�－科学実験工房
����－50円

789:－三沢航空科学館
TEL 0176-50-7777

������������

;< /－10時～12時
;<=5－役場本庁舎

２階休養室
※��������	
�

お問い合わせください

�������
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(財) 消防試験研究センター 青森県支部
(TEL 017-722-1902)
【受付願書は､ 消防試験研究センター青森支部､ 又は各
地域消防本部 (署) で無料配布しています｡ 】

7HIJKLC/MNLOP

危険物取扱者及び消防設備士の免状をお持ちの皆さんは､
免状交付日から10年以内ごとに写真の書き換えが必要です｡
書き換え期間の過ぎた免状をお持ちの方は､ 至急手続き
をとってください｡

7>?	Q

(ア) 消防設備士
>?	 >?R
 S T BCUVWX

平成20年
２月２日

八戸
工業高校 甲種第１類～５類

乙種第１類～７類
12月10日
～12月19日平成20年

２月３日
青森
戸山高校

(イ) 危険物取扱者
>?	 >?R
 S T BCUVWX

平成20年
２月16日

六ヶ所村
スワニー 甲種・乙種 平成20年１月７日

～１月16日

YS ZS

5,000円 3,400円

�	
��
�
��������
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年金を受けている方が新た
な年金を受ける権利を得るこ
とがあります｡
しかし､ １人で２つ以上の
年金を受けることは原則とし
てできませんので､ いずれか
１つの年金を選択しなければ
なりません｡
このようなときに ｢年金受
給選択申出書｣ を提出します｡
この ｢年金受給選択申出書｣
の提出が遅れると､ 過払いが
生じて､ あとで返していただ
くことになりますので､ ２つ
以上の年金を受け取ることが
できるようになったときは､
お早めに ｢年金受給選択申出
書｣ を提出してください｡
ただし特例として､ 65歳以
上の方は､ 障害基礎年金と老
齢厚生年金､ 障害基礎年金と
遺族厚生年金､ 老齢基礎年金
と遺族厚生年金の併給が可能
です｡
また､ 65歳以上で老齢厚生
年金と遺族厚生年金を受ける
権利のある方は､ 遺族厚生年
金からは老齢厚生年金より年
金額が高い場合に､ その差額
が支給され､ 遺族厚生年金よ
り老齢厚生年金の年金額が高
い場合は､ 遺族厚生年金は全
額支給停止となります｡
これらの場合も ｢年金受給
選択申出書｣ の提出が必要で
す｡

�����������
� �!�"#$%

社会保険庁では年金記録問
題の解決のための対応策を実
施しているところですが､ そ
の作業の９月末現在の進捗状
況をお知らせします｡
����������	
��


�������

▽ ｢名寄せ｣ ｢ねんきん特別
便｣ に関するシステム開発
契約を締結
▽氏名等が収録されていない
記録の補正作業に着手
▽12月から名寄せを行い､ 記
録が結びつくと思われる方
には ｢ねんきん特別便｣ を
順次送付
����������������	

����	��

▽ ｢1,430万件｣ ｢36万件｣ に
関するシステム開発契約を
締結
▽ ｢名寄せ｣ に必要な旧台帳
の情報を抽出し､ オンライ
ン入力対象者リストの作成
に着手
▽名寄せにより記録が結びつ
くと思われる方への通知
��� !"#$ !%&'

( !)*+

▽役場や商工会等で行う巡回
相談を強化
▽24時間対応の ｢ねんきんあ
んしんダイヤル｣ の設置等､
電話相談体制を強化
�,-./01	234��

5	23	67�

▽被保険者台帳等の社会保険
事務所における保管状況､
市町村の国民年金被保険者
名簿の保管状況等を把握・
公表
897�

青森社会保険事務所
TEL 017-734-7495 (代表)
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平成19年９月末現在､ 全国
の警察から指名手配されてい
る者は､ 警察庁指定特別手配
被疑者として地下鉄サリン事
件などで特別手配しているオ
ウム真理教関係被疑者３人を
始めとして､ 約1,900人に上っ
ています｡
これらの被疑者は､ 殺人・
強盗などの凶悪事件､ 暴行・
傷害などの粗暴事件､ 窃盗事
件､ 詐欺・横領などの知能犯
事件などに関して手配されて
おり､ 再び犯行を繰り返すお
それがあるので､ 早期に検挙
しなければなりません｡
警察では､ 特に重大な犯罪
の被疑者を選定して､ 11月中
に全国警察の総力を挙げて追
跡調査を行うこととし､ これ
ら被疑者の早期検挙に取り組
んでいるところです｡
この指名手配被疑者の発見
に向けた各種捜査活動には､
皆さんのご協力が是非とも必
要です｡
指名手配被疑者によく似た
人を見かけたといった情報な
ど､ どんなわずかなことでも
結構ですので､ 警察に通報し
てくださいますようお願いし
ます｡
����－七戸警察署
TEL 0176-62-3101

����������
������ 

土地の投機的取引や地価高
騰を抑制するとともに､ 適正
かつ合理的な土地利用の確保
を図るため､ 国土利用計画法
では､ 大規模な土地取引につ
いて届出制を設けています｡
届出の必要な土地取引につ
いては､ 一定面積以上[※１]
の大規模な土地について､ 土
地売買等の契約[※２] (対価
の授受を伴う土地に関する権
利[※３]の移転又は設定をす
る契約) を締結した場合に､
届出が必要です｡
届出事項については､ ①契
約当事者の氏名・住所等､ ②
契約締結年月日､ ③土地の所
在及び面積､ ④土地に関する
権利の種別及び内容､ ⑤土地
の利用目的､ ⑥土地に関する
対価の額などです｡
なお届出は､ 土地の取得者
が､ 契約を締結した日を含め
て２週間以内に､ 土地の所在
する役所や役場の国土利用計
画法担当窓口に届け出てくだ
さい｡
����	
��
�

(1)市街化区域－2,000㎡以上
(2)(1)を除く都市計画区域

－5,000㎡以上
(3)都市計画区域以外の区域

－10,000㎡以上
������������

▽売買契約・売買予約・権利
金又は一時金を伴う賃貸借
契約・現物出資・交換等
������������

▽所有権・地上権もしくは賃
借権又はこれらの権利の取
得を目的とする権利
����－東北町役場企画課
TEL 0176-56-3111又は
0175-63-2111 (内線233)

!"#$%&�'()
*+,-./01

�� －12月２日(日)
�!"－小川原湖青年の家
�#$－ダンボールくん製器
作り・くん製作り・くん製
試食会
�
%－親子20組 (小学生以
上・保護者同伴)
�&'()－１家族1,000円
＋１人500円×参加人数
�*+,－室内用靴・防寒着・
軍手・カセットコンロ
�-./0－11月20日(火)
����－小川原湖青年の家
TEL 0176-56-2393
FAX 0176-56-5042

23456789:;
<=>?)

�� －12月８日(土)
９日(日)<日帰り>

�!"－小川原湖青年の家
�#$－Wordでの詳細な書式
設定・図形の利用・長文作
成機能等
�
%－20名 (定員になり次
第締切り)
�&'()

▽Word2000・2002受講者
3,535円(テキスト・昼食代)
▽Word2003受講者
3,010円(テキスト・昼食代)
�*+,－ノートパソコン
持参可 (ビスタ版は不可)
�-./0－12月５日(水)
����－小川原湖青年の家
TEL 0176-56-2393
FAX 0176-56-5042
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建退共制度は､ 建設現場で
働く皆さんのために ｢中小企
業退職金共済法｣ という法律
により国が作った退職金制度
です｡
事業主の皆さんは､ 現場で
働く労働者の共済手帳に働い
た日数に応じて掛金となる共
済証紙を貼り､ その労働者が
建設業界で働くことをやめた
ときに､ 建退共から退職金を
支払うという､ いわば業界全
体での退職金制度です｡
なおホームページで､ 退職
金の試算やパンフレットの請
求などができます｡
��������	

－建設業を営む方
�
��
����

－建設業の現場で働く方
���－日額310円
���

▽国の制度なので安全・確実
で､ 申し込み手続きも簡単
▽経営事項審査で加点評価の
対象に
▽掛金の一部を国が助成
▽掛金は事業主負担となりま
すが､ 法人は損金､ 個人で
は必要経費をして扱われ､
税法上全額非課税に
▽事業主が変わっても退職金
は企業間を通算して計算

����－建退共青森支部
TEL 017-722-7611
URL http://www.kentaikyo.
taisyokukin.go.jp/

��������
����������

青森労働局では､ 個々の労
働者と事業主の間の解雇・配
置転換・賃下げ等の労働関係
のあらゆる紛争を対象に､ 次
の制度を無料でご利用いただ
けます｡
▽総合労働相談コーナーにお
ける情報提供・相談
▽青森労働局長による助言・
指導
▽青森紛争調整委員会 (弁護
士・大学教授等により構成)
によるあっせん (あっせん
は募集・採用に関するもの
を除く)

����－青森労働局総務部
企画室 TEL 017-734-4212

����� !"#
$%&'��(

青森県の最低賃金は､ 10月
31日から時間額で619円に改
正されました｡
最低賃金制度は ｢最低賃金
法｣ に基づき､ 国が賃金の最
低限度を決め､ 使用者は最低
賃金より低い賃金で労働者を
働かせてはならないと定めた
ものです｡
このため青森県最低賃金は､
産業別最低賃金 (４業種) が
適用される労働者を除き､ 県
内で働くすべての労働者 (常
用・臨時・パート・アルバイ
トを問わない) に適用される
ことになります｡
使用者は最低賃金について
常時見やすい場所に掲示をす
るか､ その他の方法で労働者
に周知しなければなりません｡
����－青森労働局賃金室
TEL 017-734-4114

)*+,-�.&/0
1,2345��6�

経済産業省では､ 工業統計
調査を12月31日現在で実施し
ます｡
工業統計調査は､ 製造業を
営む事業所を対象として､ そ
の活動実態を明らかにするこ
とを目的として調査します｡
調査結果は､ 国や地方公共
団体の行政施策の重要な基礎
資料として利用されるととも
に､ 企業・大学などでの研究
資料､ 小・中・高等学校の教
材など､ 広く利用されている
ところです｡
皆さんから提出していただ
く調査票については､ 統計法
に基づき調査内容の秘密は厳
守されますので､ 正確なご記
入をお願いします｡
なお今年の調査から､ 調査
事項の一部を改正しましたの
で､ 調査票の記入にあたって
はご注意ください｡
����－東北町役場企画課
TEL 0176-56-3111又は
0175-63-2111 (内線234)
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���－平成19年12月14日 (金) ～平成20年３月28日 (金)
(降積雪の状況により期間を変更する場合もあります)

���

����－東北町役場 建設課
TEL 0176-56-3111 (代表) 又は 0175-63-2111 (内線648)

��������	
��
�

��������	
��
��������


������������

	 
 � � � 


七戸通踏切道 東北町字赤川橋ノ上

治 郎 踏 切 道 東北町字内蛯沢坂ノ下

石 田 踏 切 道 東 北 町 字 堤 端
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opq r s d̂ otu

v w x y ĉ z {
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